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内藤　まずは小澤先生の歩みから教えて

頂けますか。

小澤　私は 34 歳で税理士の資格を取得

し、独立してから 15 年が経ちます。現

在は、経営士、税理士の資格を有し「経

営者の様々な不安・心配事を解消した

い」というポリシーの下、経営者のパー

トナー・ブレインとして多くの経営者に

アドバイスや情報を伝えています。また、

大阪能率協会、日本経営士会、事業継承

学会、JGLN、CDBの準公的機関や経営

者同志で組織された幾つかの団体にも所

属しています。今でも“生涯勉強”とい

う気持ちでスキルアップに努めています

ね。

内藤　日々の努力が窺えますね。では、

事業内容についてお聞かせください。

小澤　税理士事務所と聞くと「数字だけ」

「税金対策だけ」というイメージを持た

れている方が多いようですが、それはあ

くまで事後の話であって、当事務所では

会社経営全体を把握し、経営者が事業を

推し進めていく段階での事業計画を拝見

し、その計画に従い事業を進めた場合の

リスクやデメリットを徹底チェックしま

す。その見解を経営者に述べ、どうして

もリスクを伴う決断を推し進めたいとい

う場合には、リスクの修正・軽減やデメ

リットの確認をしています。

内藤　さすがは経営士の資格も持つ小澤

先生です。コンサルタント業務にも似て

いますね。他にも先生ならではの特色が

ありましたらお聞かせ頂けますか。

小澤　私は大学卒業後に入社した会社

で、経理のいろはを覚えました。経理に

も実は 2種類あり、一般的な法律に基づ

く会計と、企業が独自で展開しているも

のです。一般会社や監査法人での知識・

経験がありますから、幅広い視野から、

より的確なアドバイスができるのだと思

います。また事務所で一緒に働く税理士

の妻と私は、業界内でも特に相続税の問

題に強い税理士として認知されていま

す。昨今は相続税の対象者が広がるとい

う話も聞きますし、超高齢化社会に向か

うということで、より一層相続税に関す

る相談件数は増えると予測しています。

内藤　今後さらに需要が高まりそうです

ね。では、お仕事をする上で大切にされ

ていることを聞かせてください。

小澤　クライアントの話を相手目線で

じっくりと聞き、広い視野を持って出し

た答えを実際に伝える前に何度も「これ

でいいのか」と自問し、分かりやすい言

葉で的確、かつスピーディーに伝えるこ

とを意職しています。また、自分の歩み

たい人生の方向性を早い段階で決定し、

その目的を達成するために、毎日地道に

努力することを徹底しています。

内藤　自分の専門分野を早く見つけ、全

精力を注ぐことが重要なのですね。

小澤　ええ。今後はライフプランや人生

の資金繰り、事業継承など相続問題を含

めた、人生に関わる仕事に携わっていき

たいと考えています。
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ギャオス内藤（スポーツキャスター）
生きる指針というか、人生の上手な歩み
方を教わりました。今後何をすべきか、
どのようなキャリアを積んでいくかで悩
んでいる人は、ぜひ先生の講演や著書を
参考にしてください。きっと、道が開け
ますから。また、ざっくばらんな人柄も
魅力で笑顔が印象的でした。
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